
（別紙３）

〜 令和7年1⽉31⽇

（対象者数） 20 （回答者数） 17

〜 令和7年3⽉22⽇

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

支援員がスキルアップし提供する活動の充実を図っている。

2

課題については支援の⾒直しを⾏い、療育⽅法の展開をして
いく。

3

関わりが重要となる活動の提供を継続していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

茶話会の開催等、ご家族が意⾒交換できる機会を設定してい
く。

2

3

○事業所名 放課後等デイサービス   にじのもり

○保護者評価実施期間 令和７年 １⽉10⽇

○保護者評価有効回答数

令和７年３⽉ 17⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 令和7年3⽉22⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

ご家族の交流の場が無い。 年齢が⾼いお⼦さんが多く、ご家族同伴での活動設定が難し
い。

⼩学⽣から⾼校⽣が利⽤しており、異年齢の関わりができ
る。

毎⽇のミーティングにて活動の目的を明確にし、⼦ども達が
興味関心を向け楽しんで参加できる活動を工夫している。

できるだけ毎⽇1人ひとりの様⼦や支援についてフィードバッ
クし、支援の展開を図っている。

ミーティングにて⼦ども達の変化を職員間で共有し、変化に
ついて状況や要因の分析をしている。

関わりの中で出てきた問題にはその都度支援員が介⼊し、適
切な関わりを伝えている。

活動が固定しないように、毎⽇違う活動を設定してい
る。

事業所における自己評価総括表公表


